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志比小学校６年生

新年議長挨拶
学校給食の現状
そこが聞きたい! 議員12人が一般質問

議会と語ろう会 10月23・２4・25日実施
【ダイジェスト版】

新年議長挨拶
学校給食の現状
そこが聞きたい! 議員12人が一般質問

議会と語ろう会 10月23・２4・25日実施
【ダイジェスト版】

２

２

～～３

11

20

19～～

～～ 21



23

江
　
守
　
　
　
勲

永
平
寺
町
議
会
議
長

平成25年度から学校給食が無償化になった。議会は、平成26年に給食費
無償化事業の検証報告を求めたが、実施期間が１年ということで検証報告
には至らなかった。事業実施後５年が経過し、複数の議員から一般質問が
あったことから経過を含めた現状の報告を求めた。

学
校
給
食
の
現
状

学
校
給
食
の
現
状

１．転入生が増加しているのに食材
　　費が増加していないのは何が問
　　題か。転入生以上に出生者数が
　　減少しているため。
２．夏季の給食調理室の室温は40℃
　　以上になる。調理員の職場環境
　　改善と食品衛生の観点から調理
　　室にクーラーの設置が必要。
３．給食食材費が永平寺町の一般会
　　計歳出全体に占める割合は現行
　　１%未満であるが、今後地方交
　　付税が減少傾向にある。町財政
　　を見据えた事業継続とすべき。

課題課題給食食材費決算額と
町一般会計歳出額と食材費割合

現状
４

 平成25年度 ８,４０5万円 ８９億１,１６7万円 ０．９４％

 平成26年度 ８,９３２万円 ８９億９,７18万円 ０．９９％

 平成27年度 ８,７２１万円 １０３億２０７万円 ０．８５％

 平成28年度 ８,４６５万円 ９４億２１8万円 ０.９０％

 平成29年度 ８,２０6万円 １１４億７５９万円 ０．７６％

給食食材費は５年間ほとんど変化がない。
また、町一般会計歳出に占める割合も変動は見られない。

平成25年から29年の５年間の
転入転出児童生徒数の推移

地元産食材の使用割合現状
２

給食費無償化事業が開始以降の５年間で町全体では
238人が転出増、小中学生は11人
未就学児を含めると63人の転入増

  未就学児 小学生 中学生

 転　入 267 ３８ ２４ ６２ 329 ２,４５１

 転　出 215 ３４ １７ ５１ 266 ２,６８９

 増　減 52 ４ ７ １１ 63 △２３８

  県内産 内永平寺町産

 平成２７年度 ３２％ １５．０％

 平成２８年度 ４４％ １８．０％

 平成２９年度 ５０％ ２３．７％

年々、安価で安心な地元産食材の使用割合が増加して、

安心安全な給食を提供

給食調理室の設備改善現状
３

・給排気設備は平成30年度に全ての学校で工事完了
・調理員用トイレの洋式化は平成30年度に工事完了
・厨房備品は毎年古くなったものから購入して更新
・調理員休憩室にクーラーを設置

現状
１

0～14才の
転入転出者

小中学生の
転入転出者

町民の
転入転出者

新年挨拶新年挨拶

町一般会計決算歳出額給食食材費
の決算金額

食材費の
割合

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
議
会
活
動
に
対
し
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
議
会
も
、
昨
年
７
月
に
改
選
し
14

名
の
議
員
で
新
た
に
構
成
さ
れ
、
議
会

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
開
か
れ
た
議

会
」
「
行
動
す
る
議
会
」
「
提
案
す
る

議
会
」
の
３
本
を
柱
と
し
、
今
後
も
議

会
活
動
に
専
念
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
福
井
国
体
・
障
ス
ポ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
国
体
後
も
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
更
な

る
発
展
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
今
年
は
、
松
岡
公
園
整
備
の
第
２
期

工
事
が
完
了
し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
る
公
園
に
な
る
よ
う
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
立
在
宅
訪
問
診
療
所
が
建

設
さ
れ
、
町
の
在
宅
訪
問
診
療
の
拠
点

や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進

に
も
寄
与
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
し

て
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
２
０
２
３

年
度
の
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
、
中

部
縦
貫
自
動
車
道
の
大
野
〜
油
坂
間
の

開
業
を
見
据
え
、
永
平
寺
町
で
の
、

ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト
面
の
整
備
を
行

い
、
企
業
誘
致
や
、
観
光
客
の
増
加
が

図
れ
る
よ
う
、
行
政
と
力
を
合
わ
せ
永

平
寺
町
の
更
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成30年 第４回定例会報告（９月27日以降分）平成30年 第４回定例会報告（９月27日以降分） 議長　江  守　 勲
　平成30年第４回定例会での審議内容については、前号（52号）で途中経過をお知らせしましたが､それ
以降、10月16日（火）・25日（木）に審議され可決した議案は、下記のとおりです。

〈
平
成
29
年
度
決
算
審
議
〉

  

主
な
質
疑
応
答

◆
総
務
課

問
　
三
国
線
の
乗
降
客
は
伸
び
て
い
る
が
勝

　
山
線
は
ど
う
か
。
永
平
寺
町
の
乗
降
人
数

　
も
前
年
比
で
２
万
人
弱
減
少
し
た
。

答
　
日
常
の
通
勤
・
通
学
も
観
光
客
も
減
っ

　
て
い
る
。
三
国
線
は
新
駅
効
果
や
観
光
、

　
海
水
浴
客
が
あ
る
。

◆
財
政
課

問
　
経
常
的
経
費
（
消
耗
品
等
）
が
前
年
度

　
と
比
較
し
て
節
減
で
き
て
い
る
の
か
。

答
　
経
常
経
費
の
中
の
人
件
費
、
扶
助
費
、

　
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
み
る

　
と
、
３
６
０
０
万
円
の
減
に
な
っ
て
い
る

　
が
、
全
体
で
は
１
５
０
万
円
の
減
と
な
っ

　
て
い
る
。

◆
農
林
課

問
　
道
の
駅
・
れ
ん
げ
の
里
へ
の
補
助
金
が

　
減
少
し
て
い
る
が
。

答
　
両
方
と
も
15
％
〜
22
％
減
っ
て
い
る
。

　
道
の
駅
は
中
部
縦
貫
道
の
開
通
、
大
雪
で

　
来
客
数
が
減
っ
た
。
れ
ん
げ
の
里
は
高
齢

　
化
に
伴
っ
て
野
菜
の
出
荷
が
減
っ
て
い
る

　
関
係
。

◆
商
工
観
光
課

問
　
永
平
寺
門
前
観
光
客
が
ジ
リ
貧
に
な
っ

　
て
い
る
が
。

答
　
新
幹
線
の
金
沢
駅
開
業
で
27
年
に
23
％

　
ア
ッ
プ
し
た
。
そ
の
後
若
干
減
っ
て
き
た

　
が
、
開
業
前
よ
り
は
５
万
人
以
上
上
回
っ

　
て
い
る
。
他
の
県
内
主
要
観
光
地
を
見
て

　
も
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
減
少
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
ま
ち
な
み
整
備
事
業
も
完
了

　
し
て
、さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

◆
建
設
課

問
　
２
月
の
豪
雪
で
松
岡
地
区
の
消
雪
整
備

　
で
水
が
出
な
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
。

答
　
２
カ
所
あ
っ
た
が
、
一
つ
は
芝
原
２
丁

　
目
か
ら
神
明
３
丁
目
の
系
統
。
井
戸
の
中

　
の
水
位
感
知
器
が
異
常
を
き
た
し
て
、
降

　
雪
を
感
知
し
て
も
水
を
汲
み
取
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
神
明
１

　
丁
目
か
ら
薬
師
１
丁
目
ま
で
の
系
統
。
降

　
雪
を
感
知
す
る
ア
ン
テ
ナ
の
周
り
が
全
て

　
雪
で
覆
わ
れ
、
ア
ン
テ
ナ
の
周
り
が
熱
で

　
溶
け
て
、
か
ま
く
ら
状
に
な
っ
て
、
そ
の

　
後
の
降
雪
を
感
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

　
っ
た
。
二
つ
と
も
原
因
が
分
か
り
次
第
、

　
早
急
に
対
応
し
た
。

◆
上
下
水
道
課

問
　
有
収
率
（
料
金
賦
課
の
基
と
な
る
水
量

　
／
総
配
水
量
）
を
ど
う
見
る
か
。
こ
の
冬

　
の
雪
の
影
響
は
。
漏
水
に
つ
い
て
は
。
苦

　
情
は
な
い
の
か
。

答
　
冬
期
間
は
各
家
庭
で
も
、
消
雪
に
水
道

　
水
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
、
道
路
消

　
雪
に
も
一
部
水
道
水
を
利
用
し
て
い
る

　
た
め
、
配
水
量
は
増
え
る
。
職
員
が
配

　
水
池
の
水
位
状
況
を
見
な
が
ら
、
取
水

　
調
整
を
行
い
、
給
水
制
限
に
な
ら
な
い

　
対
応
を
し
て
き
た
。
本
管
漏
水
が
発
生

　
す
る
と
広
域
的
な
水
圧
低
下
が
想
定
さ

　
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
配
水

　
管
の
老
朽
に
よ
る
破
損
は
考
え
に
く
い
。

◆
学
校
教
育
課

問
　
い
じ
め
の
件
数
が
減
っ
て
い
る
が
、

　
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
た
の
か
。

答
　
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
基
に

　
各
学
校
が
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
力

　
を
入
れ
て
い
る
。
い
じ
め
の
報
告
や
早

　
期
発
見
・
早
期
対
応
を
組
織
的
に
心
が

　
け
対
応
し
て
い
る
。

◆
生
涯
学
習
課

問
　
日
本
遺
産
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
。

答
　
落
選
の
主
な
原
因
は
、
持
続
可
能
性

　
の
脆
弱
性
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
主

　
な
構
成
遺
産
と
し
た
永
平
寺
大
工
の
手

　
に
よ
る
建
築
物
群
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発

　
想
で
期
待
で
き
た
が
、
結
果
的
に
は
ア

　
ピ
ー
ル
で
き
な
か
っ
た
。

◆
税
務
課

問
　
賦
課
徴
収
事
務
費
の
中
の
航
空
写
真

　
は
い
く
ら
か
。
こ
の
写
真
は
他
の
課
で

　
も
活
用
し
て
い
る
の
か
。

答
　
８
５
０
万
円
。
現
在
税
務
課
以
外
に
、

　
財
政
課
、
総
合
政
策
課
、
建
設
課
、
農

　
林
課
等
で
活
用
し
て
い
る
。

◆
住
民
生
活
課

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
状
況

　
は
。
ど
う
し
て
普
及
し
な
い
の
か
。
不

　
備
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

答
　
７
月
末
現
在
で
、
町
は
１
５
４
５
件

　
の
申
請
を
受
け
て
い
る
。
率
に
し
て

　
８
・
２
３
％
。
県
平
均
は
８
・
６
６
％
。

　
こ
こ
１
年
、
住
基
カ
ー
ド
の
切
り
替
え

　
時
に
、
強
く
お
願
い
し
伸
び
た
が
、
県

　
の
平
均
に
届
い
て
い
な
い
。
福
井
県
は

　
車
の
免
許
取
得
率
が
非
常
に
高
く
、
個

　
人
証
明
の
必
要
性
が
他
県
に
比
べ
低
い

　
事
情
が
あ
る
。

◆
子
育
て
支
援
課

問
　
児
童
虐
待
、
要
保
護
の
意
識
づ
け
に

　
は
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
を
徹
底
し
な
い
と
。

答
　
29
年
度
で
は
、
11
月
に
人
が
集
ま
る

　
場
所
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、
広
報
永
平
寺

　
に
も
記
事
掲
載
。
５
月
に
は
啓
発
用
の

　
チ
ラ
シ
配
布
。
会
議
も
代
表
者
会
議
２

　
回
、
事
務
者
会
議
１
回
を
行
っ
て
い
る
。

◆
総
合
政
策
課

問
　
企
業
立
地
に
つ
い
て
、
要
望
が
あ
っ

　
て
も
進
出
で
き
な
い
と
は
。

答
　
福
井
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー

　
周
辺
の
企
業
進
出
の
動
き
に
つ
い
て
は
、

　
雨
水
排
水
処
理
の
下
流
域
の
同
意
が
得

　
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
荒
川
の
改
修
等
、

　
県
に
要
望
し
て
い
る
。

補正予算審議報告補正予算審議報告
【主な項目】

一般会計10月補正予算

総額 万
円
万
円

小学校7校、中学校3校への
防犯カメラ設置工事費
小学校7校、中学校3校への
防犯カメラ設置工事費
台風20号の影響による物損
事故３件補償金
台風20号の影響による物損
事故３件補償金

162162

万
円
万
円6666

万
円
万
円228228

議案第６４号
平成29年度一般会計及び特別会計の決算認定について 認定
議案第６５号
平成29年度上水道事業会計の剰余金処分及び決算認定について 認定
議案第６６号
平成29年度こしの国広域事務組合ＣＡＴＶ事業会計の決算認定について 認定

議案第７１号
町立診療所（仮称）建築工事の請負契約締結について 可決
議案第72号
平成３０年度一般会計補正予算について 可決
議案第73号～75号
損害賠償の額を定めることについて 可決

第４回定例会議案

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2019年２月８日（金）～２月12日（火）地デジ121ch地デジ121ch

12月11日　一般質問④
　朝井征一郎　議員
　川崎　直文　議員
　　　　　　　　　　　 ２時間

12月11日　一般質問⑤
　上田　　誠　議員
　松川　正樹　議員
　　　　　　　　　２時間20分

12月11日　一般質問⑥
　金元　直栄　議員

　　　　　　　　　1時間21分

12月12日　一般質問⑦
　滝波登喜男　議員
　奥野　正司　議員
　　　　　　　　　 2時間30分

12月13日　補正予算審議①

　　　　　　　　　１時間36分

12月20日　本会議・補正予算
　　　　　　　　　　　　46分

10

11

12

21

22

23

２月８日（金）
12月３日  第５回定例会
(開会･町長招集あいさつ）21分

12月10日　一般質問①
　齋藤　則男　議員
　長岡千恵子　議員
　　　　　　　　　1時間51分

２月９日（土） ２月10日（日） ２月11日（月） ２月12日（火）時 時

〜

12月10日　一般質問②
　中村勘太郎　議員
　酒井　秀和　議員
　　　　　　　　　  2時間３分

12月10日　一般質問③
　酒井　和美　議員
　　　　　　　　　1時間30分

決算審査時の現地視察

道の駅　禅の里
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平成30年 第５回定例会報告平成30年 第５回定例会報告 議長　江  守　 勲
　平成30年第５回永平寺町議会定例会は、12月３日（月）から12月20日（木）まで開催されました。
審議され可決した議案は、下記のとおりです。

議案第81号
平成30年度農業集落排水事業特別会計補正予算について 可決
議案第82号
平成30年度上水道事業会計補正予算について 可決
議案第83号
一般職の職員の給与に関する条例および
特別職の職員の給与および旅費等に関する条例の 可決
一部を改正する条例の制定について
請願第１号
国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 不採択

第５回定例会議案
議案第76号
平成30年度一般会計補正予算について 可決
議案第77号
平成30年度国民健康保険事業特別会計補正予算について 可決
議案第78号
平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算について 可決
議案第79号
平成30年度介護保険特別会計補正予算について 可決
議案第80号
平成30年度下水道事業特別会計補正予算について 可決

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等８件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（賛 賛成　反 反対　－欠席　□退席）※議長（江守勲）は採決に加わりません

  松川 上田 中村 金元 滝波 齋藤 奥野 伊藤 長岡 川崎 酒井和 酒井秀 朝井
 請願第１号 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛 反 反 反 反

決算認定に係る提言決算認定に係る提言

１．現状のパブリックコメントだけでは、町民の意見収集が十分に出来ていな
　　いため、パブリックコメント以外の手段も考え、民意吸収に努めること。

２．コミュニティバスの利用促進は、利用弱者の利便性の向上など町民の利用
　　者数を増やすべき取組みを行うこと。

３．空き家等の対策については、調査データを基に空き家情報バンクへの登録
　　を促進し、利活用を図ること。また、近隣住民の立場に立って、随時、空
　　き家等対策検討委員会を開催し、補助対象空き家とするかどうかの判断を
　　急ぐこと。

４．自動走行実証実験について、今後の実用化に向けた事業の方向性を示し、
　　町民にその内容を周知するように。

５．宅地造成候補地選定調査業務で選定した候補地について、その中でも人口
　　の少ない地域においては、小規模宅地事業を行政が行うべき。

６．一般廃棄物等のごみの減量化については、事業者施設での回収のＰＲや啓
　　発のみならず具体策をたて取り組むこと。

７．健康福祉施設の指定管理に関して、事業報告における本部経費の根拠を示
　　すこと。

８．教育奨励金、就学援助の支給時期等については、他の自治体の事例を学び
　　研究し、今後、本町においても前向きに対処すること。 

９．公民館利用者数の減少について、その原因と課題を分析し、新しい発想も
　　組み入れ、幅広い世代が活用できる公民館活動に取り組んでほしい。

補正予算審議報告補正予算審議報告

万
円
万
円

万
円
万
円

県営道路整備事業町負担金（大畑松岡線・京善原目線、消雪新設･更新）県営道路整備事業町負担金（大畑松岡線・京善原目線、消雪新設･更新）
防災無線屋外拡声子局修繕費防災無線屋外拡声子局修繕費

基金積立金（基金運用益分を基金に積み増し）基金積立金（基金運用益分を基金に積み増し）

放課後児童クラブ運営委託料（保護者負担金口座振替システム改修他）放課後児童クラブ運営委託料（保護者負担金口座振替システム改修他）

万
円
万
円

【主な項目】

【歳入】

一般会計12月補正予算

特別会計補正予算
万
円
万
円介護保険歳入歳出

122122

万
円
万
円上水道事業負担金（消火栓移設）上水道事業負担金（消火栓移設）

907907
万
円
万
円福井坂井地区広域圏システム障害弁償金福井坂井地区広域圏システム障害弁償金 233233

6262 万
円
万
円

農業集落排水
事業歳入歳出 3333 万

円
万
円

下水道事業
歳入歳出 ▲227▲227

上水道事業会計補正予算
万
円
万
円歳入補正３条219219 歳出補正3条

万
円
万
円歳出補正4条▲145▲145

万
円
万
円総額5,9975,997

210210
206206

万
円
万
円1,5601,560

万
円
万
円4040

　９月10日の現地視察（予算執行状況）からはじまり、10月25日の採決までの46日間の本会議主義
（試行）による決算審議は、福井国体や障害者スポーツ大会の諸行事もあり長くなりました。議会では
決算審議結果を、各課毎に指摘事項を抽出し、行政に回答を求めさらに検討を重ね「決算認定に係る提
言」として提出しました。

「平成29年度決算審議」指摘事項を踏まえて認定へ

新年度予算（平成31年度）に反映を新年度予算（平成31年度）に反映を！！
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賛
成
討
論

　
　
　
　
　金
元

　直
栄

　
消
費
税
は
最
大
の
不
公
平
税
制
だ
。
大
企
業

は
消
費
税
を
１
円
も
払
わ
な
い
。
消
費
者
に

と
っ
て
は
実
質
収
入
の
引
き
下
げ
だ
。

　
今
回
の
引
き
上
げ
、
農
家
に
と
っ
て
肥
料
等

の
生
産
資
材
は
10
％
だ
が
、
米
や
野
菜
の
販
売

は
８
％
と
支
出
増
と
な
る
。

　
国
の
消
費
税
対
策
も
、
カ
ー
ド
決
済
等
、
中

小
業
者
や
高
齢
者
に
と
っ
て
不
公
平
に
な
っ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
消
費
税
増
税
中
止
の
本
請
願
に
は
賛

成
だ
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　酒
井

　秀
和

　
日
本
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
、
超
高
齢
化
社

会
を
鑑
み
る
と
、
現
状
の
生
活
以
上
に
将
来
の

負
担
は
大
き
く
な
る
。

　
消
費
税
増
税
は
、
平
成
31
年
10
月
１
日
よ
り

施
行
さ
れ
る
予
定
と
決
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
懸
念
や
、
軽
減
税

率
問
題
視
等
、
趣
旨
と
内
容
に
食
い
違
い
が
あ

る
。
以
上
か
ら
本
請
願
は
実
現
の
可
能
性
が
な

く
、
願
意
の
妥
当
性
に
欠
け
て
い
る
。
よ
っ
て

こ
の
請
願
に
反
対
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　上
田

　
　誠

　
今
や
国
民
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済
は
大
変
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。
具
体
的
理
由
は
、
①
10
％

の
引
き
上
げ
は
国
民
の
60
％
以
上
が
反
対
し
て

い
る
。
②
同
実
施
の
「
軽
減
税
率
」
も
複
雑
で

あ
り
、
消
費
者
や
中
小
企
業
に
と
っ
て
不
公
平

で
あ
り
、
高
齢
者
や
所
得
の
少
な
い
人
ほ
ど
負

担
が
大
き
い
。
③
過
去
の
引
き
上
げ
時
で
も
経

済
へ
の
影
響
や
充
当
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
目
的

に
反
す
る
。
よ
っ
て
今
回
の
引
き
上
げ
の
中
止

を
求
め
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　滝
波
登
喜
男

　
本
町
の
財
政
支
出
の
中
の
社
会
保
障
費
は
、

年
々
増
大
し
て
い
る
。
消
費
税
10
％
と
な
っ
た

場
合
、
ど
れ
く
ら
い
町
の
収
入
増
と
な
る
の

か
。
ま
た
、
様
々
な
支
援
や
特
別
措
置
で
町
の

支
出
や
事
務
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
よ
っ

て
こ
の
請
願
に
賛
成
。

請
願
第
１
号

請
願
第
１
号

国
に
対
し
「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

国
に
対
し
「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

委員長　滝波登喜男議会改革特別委員会報告議会改革特別委員会報告

１　議員報酬について
　議員報酬の算出について、北海道大学の研究
報告に基づき『議員報酬=議員活動日数×１日
あたりの基準報酬額』の算出式で試算をしてみ
た。委員からは考え方は理解できるとの意見が
出された。
２　政務活動費について
　北海道栗山町議会の取り組みを紹介し協議し
た。委員からは、この政活費に対しては厳しい
住民感情があるので、慎重に協議する必要があ
る。

３　本会議主義について
　試行期間である本会議主義について、全議員
からの評価をもとに協議した。予算や決算の審
議は委員会で行うなど、両方の良い点を取り入
れて行なってはどうか。
４　議会の電子化について
　越前市議会の電子化の視察報告を受け質疑し
た。
５　通年議会について
　資料に基づき、導入の目的、方法、効果と課
題について学んだ。もっと議論が必要との意見
が出された。

常 任 委 員 会 報 告

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
本
委
員
会
は
12
月
14
日
に
全
委
員
出
席
の
も

と
開
催
し
、
総
務
・
産
建
関
係
の
今
議
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。

請
願
第
１
号

　
国
に
対
し
「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

【
主
な
意
見
】

　
請
願
第
１
号
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
趣
旨

は
、
社
会
保
障
費
負
担
増
、
賃
金
低
下
、
物
価

上
昇
等
に
お
け
る
税
の
負
担
や
、
「
軽
減
減
税

率
」
更
に
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
等
に
係
る

問
題
が
あ
る
と
し
て
、
意
見
書
を
求
め
る
内
容

を
確
認
し
た
が
、
社
会
保
障
制
度
の
た
め
の
増

税
と
解
す
る
が
、
こ
の
意
見
書
の
中
に
は
、
不

公
平
税
制
を
正
す
べ
き
等
々
意
見
の
趣
旨
が
あ

い
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
今
回
税
率

10
％
の
増
税
で
あ
る
が
、
前
回
８
％
増
税
時
の

シ
ョ
ッ
ク
よ
り
、
政
府
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以

上
の
効
果
あ
る
税
金
の
使
途
を
期
待
す
る
。

　
ま
た
、
県
内
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
も
こ
の
意

見
書
に
つ
い
て
採
択
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

こ
の
増
税
が
、
国
民
に
と
っ
て
有
益
な
効
果
あ

る
税
制
の
使
途
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
。

　
採
決
の
結
果
、
否
決
多
数
に
よ
り
不
採
択
と

し
た
。

○
団
体
と
の
意
見
交
換

　
九
頭
竜
川
中
部

漁
業
協
同
組
合
の

現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て
、
漁
協
の

幹
部
か
ら
説
明
を

受
け
、
情
報
の
共

有
化
を
図
っ
た
。

今
後
も
機
会
を
見

て
意
見
交
換
を
行

う
。

○
行
政
案
件

　
自
動
走
行
実
証
実
験
の
住
民
に
わ
か
り
や
す

い
説
明
の
内
容
の
確
認
。

　
30
豪
雪
、
除
雪
体
制
の
強
化
の
取
り
組
み
内

容
お
よ
び
、
対
応
に
つ
い
て
の
確
認
と
住
民
へ

の
周
知
徹
底
を
行
っ
た
。

　
12
月
14
日
（
金
）
全
員
参
加
に
て
開
催
し
、
次
の
内
容
を
協
議
し

た
。

①
幼
児
園
・
幼
稚
園
の
再
編
審
議
会
の
状
況
に
つ
い
て

・
望
ま
し
い
姿
、
適
切
な
人
数
、
財
政
面
等
、
統
廃
合
あ
り
き
の
論

　
議
に
な
ら
な
い
よ
う
に

②
国
保
税
率
改
定
の
内
容
と
方
向
性
に
つ
い
て

・
２
ヶ
年
で
１
万
円
（
年
間
５
千
円
）
の
増
額

・
変
動
対
応
可
能
な
６
千
万
円
の
基
金
の
お
願
い

・
税
率
の
割
合
の
変
更
（
県
統
一
に
向
け
て
資
産
割
の
軽
減
）
を
進

　
め
る
べ
き

③
町
立
診
療
所
の
設
立
経
過
に
つ
い
て

・
地
域
包
括
ケ
ア
の
要
と
な
る
各
地
区
で
の
説
明
会
を
開
催
し
、
協

　
力
体
制
の
確
立
を

④
町
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
現
状
に
つ
い
て

・
全
町
で
健
康
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
運
動
と
、
医
療
・
介
護
を
包
括

　
し
た
取
り
組
み
を

⑤
禅
の
里
温
泉
の
交
渉
内
容
に
つ
い
て

・
事
業
管
理
（
本
部
費
）
の
算
出
検
討
と
指
定
管
理
見
直
し
を

⑥
給
食
無
償
化
の
現
状
と
分
析
と
報
告
に
つ
い
て

・
事
業
評
価
だ
け
で
な
く
多
方
面
か
ら
検
証

⑦
地
域
づ
く
り
の
現
状
と
方
向
性
に
つ
い
て

・
拠
点
づ
く
り
と
し
て
計
画
性
を
持
っ
て
推
進

幼
稚
園・幼
児
園

　
　
再
編
審
議
会
の
現
状
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
　
委
員
長
　
上
田
　
　
誠

請
願
第
１
号
　
国
に
対
し「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願

　当員会は11月28日全委員出席のもと開会した。５項目の課題について、プロジェクトチームの担当者
が調査した内容を発表し協議した。

エバ漁
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一般質問

10

齋 藤  則 男 議員

問 除雪体制は万全か

答 安定した除雪体制を確保する

食
べ
た
い
子
も
い
る
。
給

食
時
間
の
配
分
や
、
喜
ば

れ
る
給
食
を
子
ど
も
た
ち

に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

わ
が
町
は
子
育
て
支
援

の
町
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
、
子
育
て
支
援

が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
考
え
、
行
動
し
て
ほ

し
い
。

学
校
教
育
課
長　

個
の
対

応
を
し
て
い
る
こ
と
で
、

残
食
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
。

問　
今
年
２
月
の
豪
雪
、

そ
の
経
験
を
生
か
し
た
雪

害
対
策
は
万
全
で
あ
る

か
。
除
雪
車
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
確
保
は
十
分
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

建
設
課
に
除

雪
対
策
室
を
置
き
、
各
支

所
に
基
地
と
し
て
除
雪
実

施
部
を
設
置
す
る
。

　

除
雪
車
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
高
齢
化
等
に
よ
り
、
困

難
で
は
あ
る
が
、
広
報
等

で
受
託
業
者
が
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
募
集
し
、
安
定
し

た
除
雪
体
制
を
確
保
で
き

る
よ
う
強
く
思
っ
て
い

る
。

◆
学
校
給
食
の
指
導
は
正

　

し
い
の
か

問　
食
事
に
時
間
が
か

か
る
遅
い
子
に
対
し
、
そ

の
指
導
等
は
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
分

量
を
減
ら
し
て
い
る
と
の

こ
と
、
国
の
方
針
か
、
県

か
、
あ
る
い
は
町
独
自
な

の
か
。
分
量
を
減
ら
し
て

も
食
べ
き
れ
な
い
子
に
対

す
る
対
応
は
。
ま
た
、
好

き
嫌
い
、
偏
食
が
あ
る
子

へ
の
指
導
等
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

分
量
・

時
間
の
指
導
に
つ
い
て

は
、
個
（
個
人
）
の
対
応

を
し
て
い
る
。

問　
給
食
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
一
つ
の
楽
し

い
時
間
。
お
な
か
一
杯
に

豪雪時の除雪作業

12

12

齋藤　則男 … 11Ｐ

長岡千惠子 … 12Ｐ

中村勘太郎 … 12Ｐ

酒井　秀和 … 13Ｐ

酒井　和美 … １４Ｐ

朝井征一郎 … １４Ｐ

川崎　直文 … １５Ｐ

上田　　誠 … １６Ｐ

松川　正樹 … １６Ｐ

金元　直栄 … １７Ｐ

滝波登喜男 … １８Ｐ

奥野　正司 … １８Ｐ

行政と商工会との関わり行政と商工会との関わり
平成30年11月14日（水）　和歌山県伊都郡高野町

　高野町は、まちの敷地全体が高野山の所有で、特に寺
内・寺外があってほとんどが寺内の領域の中で町行政も存
在し、商店街や一般の方の建物の増改築等においても景観
等を重んじ高野山の許可が必要とのこと。高野山独自の町
づくりを感じた。
　また、寺院をはじめ各店舗の改修費に補助があるが、地
元業者に発注することとなっているほか、店舗売り上げの
18％を町へ納めるシステムであった。

　斑鳩町観光協会の指導協力を得て、しっかりした観光ボランティアガイドのマニュアルに取組
み、随時更新している状況。県内外からガイド者を募集し、多くの会員が入会し、入会研修やガ
イドマナー等を会員や外部講師を依頼し積極的に取り組
まれていた。今後は、少しずつであるが「ボランティア
ガイドの会」として独立していくよう前向きな組織活動
が見受けられ、午後のボランティアガイドの実体験で
は、自らが楽み誇りを持って活動している姿勢が好感を
持てた。
　　　（総務産業建設常任委員会　委員長　中村　記）

小さな拠点づくりと地域コミュニケーション・公民館活動
　日本や本町が近い将来直面する課題に向き合うための住
民自治小さな拠点づくり＝持続可能な地域運営の仕組みづ
くりの実践を支援するものであった。今後の永平寺町の各
公民館（小学校区）エリアの組織運営のあり方を示唆する
ものであった。行政や地域に働きかけていくことを再認識
した視察であり、行動していく指針となった。

健康づくり・地域包括ケアと病院・診療所
　視察から、飯南病院は町行政の組織＝地域包括ケア
推進局として位置づけされており、地域包括ケア＝地
域づくりであり、とりもなおさず住民生活＝小さな拠
点＝地域包括ケアとして、町運営の大きな柱であり、
中心に据えている。また、推進局は町民の暮らしの継

続のための重要な働きをし、医療・介護・住まい・福祉・教育・働く場として一貫性をもって対
応している。平成31年夏、開設予定の永平寺町立診療所も、今後の町行政の地域包括ケアの大き
な役割として機能するよう、活動を重視するものとなった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育民生常任委員会　委員長　上田　記）

島根県中山間地域研究センター住民自治活動について住民自治活動について

まちづくりと地域医療まちづくりと地域医療

　平成30年11月14日・15日に島根県飯南町の中山間地域研究センターと町立飯南病院へ行政視
察を行った。

町立飯南病院

ボランティアガイドの取り組み等についてボランティアガイドの取り組み等について 平成30年11月１５日（木）
奈良県生駒郡斑鳩町法隆寺
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問 町民を意識した働き方改革を

答 効率化と仕組みを作りあげる

酒 井  秀 和 議員

中村勘太郎議員

問

答

福井国体遺産どう生かすのか

社会スポーツや
　　　 地域サロン活動に生かす

長岡千惠子議員

問

答

児童クラブ料金の支払い方拡大を

31年４月から口座振替にしたい

昨
年
度
ま
で
は
ク
ラ
ブ
に

登
録
を
し
て
い
て
も
、
そ

の
月
に
一
度
も
利
用
し

な
か
っ
た
児
童
か
ら
は
料

金
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ

た
。
ク
ラ
ブ
運
営
に
支
障

が
出
た
。
２
点
目
は
、
保

護
者
の
持
参
日
が
ま
ち
ま

ち
だ
っ
た
り
、
子
ど
も
に

持
た
せ
た
り
と
い
う
こ
と

が
あ
り
、
危
険
と
い
う
こ

と
で
変
更
し
た
。

問　
納
付
書
で
納
入
す
る

こ
と
の
不
都
合
性
は
考
え

な
か
っ
た
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

四
半

期
ご
と
に
３
カ
月
分
の
納

入
で
、
一
度
の
納
付
額
が

高
額
に
な
る
。
役
場
や
銀

問　
現
時
点
で
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
数

は
。
30
年
４
月
か
ら
開
設

し
た
土
曜
日
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
登
録
者

数
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

現
時

点
で
の
登
録
者
数
は
３
７

５
人
で
、
土
曜
の
登
録
者

は
11
人
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
保
護
者
負
担
金
の

納
入
方
法
で
、
昨
年

度
ま
で
は
児
童
ク
ラ

ブ
の
指
導
員
が
集
金

し
て
い
た
が
、
30
年

４
月
か
ら
納
付
書
に

よ
る
会
計
課
も
し
く

は
銀
行
の
窓
口
で
支

払
う
よ
う
に
な
っ
た

が
、
変
更
理
由
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

問　
国
体
競
技
を
支
え

た
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
協
力
・
ご
支
援

は
町
の
財
産
。
こ
の
財
産

を
今
後
ど
の
よ
う
に
町
づ

く
り
に
生
か
す
の
か
。

各
関
係
課
長　

小
中
学
生

お
よ
び
一
般
者
や
身
障
者

等
、
全
体
の
社
会
ス
ポ
ー

ツ
や
地
域
サ
ロ
ン
の
活
動

支
援
。
高
齢
者
の
介
護
予

防
活
動
や
生
活
支
援
体
制

事
業
、
ま
た
、
町
花
の
会

「
は
ぴ
ね
す
フ
ラ
ワ
ー
」

等
に
取
組
む
各
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
の
発
展
に
、

後
方
支
援
と
し
て
関
係
課

と
連
携
し
取
組
む
。

教
育
長　

日
本
リ
ー
グ
に

所
属
し
て
い
る
北
電
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
だ
が
、
町
内
中

学
校
に
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
が
な
い
。
こ
れ
を
機
に

意
欲
的
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室

等
開
催
し
、
課
題
克
服
し

な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
町
に
な
れ
ば
と
思
う
。

◆
松
岡
公
園
来
春
完
成
！

　

に
ぎ
わ
い
創
設
は

問　
新
し
く
整
備

さ
れ
た
公
園
。
町
民

は
待
ち
望
ん
で
い

る
。
沢
山
の
町
民

の
記
憶
に
残
る
よ
う

な
、
ま
た
、
四
季

折
々
持
続
し
て
楽
し

ま
れ
る
企
画
を
望
む

が
。

建
設
課
長　

今
後
の

活
用
と
し
て
、
桜

問　
行
政
が
行
っ
て
い
る

働
き
方
改
革
の
現
状
は
。

そ
の
検
証
結
果
と
今
後

は
。

総
務
課
長　

７
月
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
試
験
的
に
行
っ

た
。
報
告
で
は
業
務
に
集

中
で
き
た
が
、
業
務
に
必

要
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い

と
い
う
課
題
も
あ
っ
た
。

問　
職
員
の
公
休
管
理
、

労
働
時
間
管
理
、
予
実
管

理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

休
暇
（
取
れ

て
い
な
い
代
休
）
は
今
年

度
も
42
％
と
な
っ
て
い

る
。
所
属
長
に
指
導
し
、

職
員
に
は
指
示
を
し
て
い

き
た
い
。

問　
上
長
と
の
意
思
疎

通
、
個
々
の
責
任
と
役
割

の
把
握
報
告
・
連
絡
・
相

談
・
確
認
は
で
き
て
い
る

か
。

総
務
課
長　

個
々
の
責
任

と
役
割
の
把
握
、
報
告
・

連
絡
・
相
談
等
は
常
時
行

っ
て
い
る
。
年
度
初
め
の

人
事
評
価
に
お
け
る
業
務

の
目
標
設
定
、
そ
の
中
で

各
自
・
各
担
当
が
目
標
を

立
て
て
い
る
。

町
長　

今
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い

る
。
報
連
相
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
実
は
上
の
者

が
確
認
と
指
示
を
出
さ
な

い
限
り
報
連
相
は
な
い
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
す
る
こ

と
で
報
連
相
が
あ
る
。
今

後
仕
事
も
多
様
化
、
高
度

化
し
難
し
く
な
る
。
こ
れ

を
乗
り
切
る
た
め
に
も
効

率
化
と
い
う
か
仕
組
み
や

体
制
を
作
り
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

の
名
所
、
憩
い
の
空
間
、

歴
史
を
感
じ
る
公
園
と
し

て
、
町
内
外
多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
花

見
シ
ー
ズ
ン
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
や
、
え
い
坊
館
と

整備された観光案内所と参道

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

門
前
ま
ち
な
み
整

備
事
業
の
参
道
と
案
内

所
が
完
了
し
た
が
観
光

客
が
参
道
を
歩
い
て
い

な
い
。
今
一
度
Ｐ
Ｒ
を

答　

何
ら
か
の
仕
掛
け

を
し
て
い
き
た
い
。

問　

永
の
里
の
現
状
と

今
後
の
予
定
は
。

答　

10
月
か
ら
造
成
工

事
に
入
っ
て
い
る
。
32

年
４
月
に
東
エ
リ
ア
一

部
開
業
を
予
定
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
推
進
を

答　

重
点
的
に
所
有
者

に
働
き
か
け
を
す
る

放課後児童クラブの一場面

行
の
窓
口
は
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
不
便
を
か

け
た
。

問　
保
護
者
が
支
払
い
や

す
い
方
法
に
改
善
で
き
な

い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

31
年

４
月
か
ら
口
座
振
替
化
を

し
た
い
と
準
備
を
進
め
て

い
る
。

国体少年女子バスケットボール試合（松岡中）

タ
イ
ア
ッ
プ
し
道
の
駅
で

開
催
さ
れ
た
秋
浪
漫
の
よ

う
な
も
の
を
公
園
版
で
行

い
た
い
。
ま
た
、
桜
の
植

樹
イ
ベ
ン
ト
も
関
係
者
と

検
討
し
、
に
ぎ
わ
い
創
設

を
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

え
い
坊

館
と
の
企
画
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
、
観
光
物
産

協
会
と
も
協
議
し
た
い
。

ま
た
、
古
墳
文
化
財
産
等

の
活
用
を
含
め
生
涯
学
習

課
と
も
連
携
し
進
め
る
。

問　

給
食
費
無
償
化
事

業
の
見
直
し
を

答　
い
ろ
い
ろ
な
角
度
で

検
証
し
な
が
ら
、
事
業

を
継
続



一般質問一般質問

1415

し
、
２
０
２
０
年
度
に
、

補
助
事
業
を
進
め
る
べ

き
。
策
定
の
日
程
は
。

建
設
課
長　

法
第
７
条
に

基
づ
く
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
第
１
回
目
の
協
議
会

を
来
年
６
月
ま
で
に
開
催

し
、
12
月
ま
で
に
案
を
作

成
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
２
０
１

問 「空家等対策計画 」の策定を急ぐ

答 2019年度に計画を策定する

川 崎  直 文 議員

朝井征一郎議員

問

答

上志比支所新築工事について

上志比支所の横に防災の拠点を

酒 井  和 美 議員

問

答

永平寺町の文化財について

軽視はしていない。リセットする

問　
今
春
、
四
季
の
森
文

化
館
が
用
途
変
更
の
た
め

閉
館
と
な
っ
た
。
地
下
収

蔵
庫
が
整
頓
さ
れ
て
い
な

い
。
所
蔵
品
目
録
は
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　

台
帳
作

成
し
て
い
る
。
展
示
品
分

が
仮
置
き
状
態
。
整
理

後
、
台
帳
を
も
と
に
収
蔵

品
確
認
す
る
。

町
長　

今
年
度
か
ら
史
料

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

中
。
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
す
る
予
定
。

問　
四
季
の
森
の
収

益
性
が
悪
か
っ
た
な

ら
、
文
化
振
興
協
議

会
、
文
化
財
保
護
委

員
会
、
社
会
教
育
委

員
会
で
協
議
し
改
善

す
べ
き
。
協
議
は
あ

問　
上
志
比
地
域
の
活

性
化
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
30
年
後
の
こ

と
を
考
え
て
、
地
域
の
住

民
に
親
し
ま
れ
て
愛
さ
れ

る
支
所
、
町
民
の
安
心
安

全
に
つ
な
が
る
施
設
の
改

善
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
頂
き
た
い
。

サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
に
あ
る

図
書
館
を
支
所
に
併
設
し

て
欲
し
い
。
図
書
館
は
高

齢
者
か
ら
子
ど
も
ま

で
全
て
の
町
民
が
利

用
し
、
本
の
魅
力
を

伝
え
る
所
で
あ
る
。

町
づ
く
り
や
地
域
振

興
を
目
的
と
し
、
明

る
い
町
、
笑
顔
の
あ

る
町
、
住
み
た
い
町

を
。
支
所
は
上
志
比

地
域
の
中
心
で
あ

り
、
人
が
集
ま
る
所
。
防

犯
対
策
に
於
い
て
も
安
全

で
安
心
出
来
る
所
で
あ

る
。
上
志
比
振
興
連
絡
協

議
会
で
要
望
し
て
い
る
、

図
書
館
、
福
祉
避
難
所
、

防
災
倉
庫
、
備
蓄
倉
庫
を

備
え
た
総
合
施
設
（
支

所
）
、
上
志
比
地
域
の
将

来
あ
る
べ
き
姿
を
明
確
に

し
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

上
志
比
支
所
長　

上
志
比

支
所
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
上
志
比
地
区
振
興
連

絡
協
議
会
か
ら
要
望
書
が

提
出
さ
れ
、
検
討
し
て
い

る
中
で
、
図
書
館
建
設
に

つ
い
て
、
文
教
施
設
は
旭

っ
た
か
。

教
育
長　

今
後
は
各
委
員

会
と
連
携
を
と
り
、
し
っ

か
り
取
り
組
む
。

問　
学
芸
員
は
様
々
な

能
力
を
求
め
ら
れ
る
。
本

町
で
は
古
代
・
中
世
・
近

世
、
発
掘
・
古
文
書
・
展

示
に
精
通
し
た
研
究
員
が

必
要
。
最
低
３
人
は
必
要

で
は
。
バ
ラ
ン
ス
よ
い
人

材
確
保
や
、
業
務
に
専
念

で
き
る
労
働
環
境
が
で
き

て
い
た
か
。

生
涯
学
習
課
長　

現
在
調

査
が
な
い
の
で
一
人
で
十

分
。
必
要
に
応
じ
外
部
へ

の
協
力
依
頼
を
検
討
。
本

来
数
名
が
理
想
。
学
芸
員

に
専
門
外
の
仕
事
も
さ
せ

問　
「
空
家
等
対
策
計

画
」
の
位
置
づ
け
、
内

容
、
補
助
事
業
は
。

建
設
課
長　

空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
６
条
に
よ
り
、
市

町
村
は
「
空
家
等
対
策

計
画
」
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
２
次
総
合
振

興
計
画
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
等

と
整
合
性
を
取
り
策
定
す

る
。

　

こ
の
計
画
に
よ
り
、
空

き
家
の
利
活
用
、
除
却
を

含
め
た
空
き
家
等
に
関
す

る
対
策
を
総
合
的
、
計
画

的
に
実
施
す
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
く
補

助
対
象
は
、
空
き
家
等
の

活
用
（
地
域
活
性
化
に
資

す
る
滞
在
体
験
施
設
、

交
流
施
設
等
の
用
途
へ
供

す
る
）
除
却
し
た
跡
地
の

活
用
（
跡
地
を
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
と
し
て
利
用
す
る

等
）
の
事
業
。

問　
早
く
計
画
を
策
定

ヶ
丘
台
地
に
集
中
し
て
い

る
。
図
書
館
の
利
便
性
、

利
用
者
数
な
ど
を
考
え
る

と
、
併
設
の
計
画
は
な

い
。

町
長　

要
望
の
中
で
、
図

書
館
の
併
設
は
振
興
セ
ン

タ
ー
に
図
書
、
雑
誌
と
か

気
軽
に
子
ど
も
た
ち
が
勉

強
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、

高
齢
者
が
立
ち
寄
れ
る
場

所
を
設
定
す
る
。
振
興
セ

ン
タ
ー
も
災
害
時
は
避
難

準
備
の
と
き
の
避
難
所
と

て
き
た
。
負
担
に
配
慮
し

た
い
。

問　
豊
富
な
歴
史
資
源

が
永
平
寺
町
の
観
光
の
強

み
。
31
年
春
、
文
化
財
保

護
法
が
改
正
さ
れ
る
。
そ

の
趣
旨
は
、
文
化
財
の
滅

失
が
緊
急
課
題
で
あ
り
、

未
指
定
を
含
め
た
文
化
財

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
、
地
域
社
会
総
が
か
り

で
継
承
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
あ
る
。
そ
の
予

定
は
。
近
年
の
古
墳
女
子

ブ
ー
ム
へ
の
対
応
は
。

生
涯
学
習
課
長　

今
後
、

町
民
の
思
い
を
大
切
に
し

た
企
画
を
検
討
。
ブ
ー
ム

に
つ
い
て
は
商
工
観
光
課

と
連
携
し
観
光
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
。

し
て
位
置
づ
け
る
。
防
災

の
拠
点
施
設
要
望
も
、
支

所
建
設
後
、
防
災
車
庫
、

消
防
団
の
詰
所
を
建
設
し

防
災
の
拠
点
と
し
て
強
化

す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
創
生
総
合
戦
略

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
利
用
者
数
の
今
年

度
の
目
標
は
４
万
２
千

人
。
達
成
状
況
は
。

答　

約
３
万
３
千
人
の

見
込
み
で
未
達
。
今

後
、
デ
マ
ン
ド
方
式
さ

IOT 推進ラボに変更になった
四季の森文化館

９
年
度
に
は
策
定
す
る
。

　

補
助
事
業
は
、
計
画
策

定
段
階
で
、
要
望
を
行

い
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
進
め
る
。

⇒

空き家活用＝地域パワー

取り壊される予定の上志比支所

ら
に
自
動
走
行
、
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
（
自
動
車
、
自
転

車
、
バ
ス
、
電
車
等
を

単
な
る
移
動
手
段
で
な

く
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と

し
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ

な
ぐ
新
た
な
移
動
の
概

念
）
等
の
新
し
い
移
動

体
系
を
検
討
す
る
。
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問 学校の給食室等へのクーラー設置は

答 前向きに検討する

金 元  直 栄 議員

松 川  正 樹 議員

問

答

松岡駅周辺にも駐車場を

再度調査し、協議の場を持つ

問 地域と進める体験活動の検証を

答 特色ある学校づくりとして継続

上  田   誠 議員

◆
避
難
所
へ
の
毛
布
配
備

　

と
活
用
を

問　
町
と
し
て
の
方
向
性

を
示
し
、
本
町
は
豪
雨
や

台
風
に
備
え
、
避
難
所
を

開
設
し
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
避
難
所
へ
行
く
と
毛

布
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

備
蓄
し
て
あ
る
の
だ
か
ら

活
用
し
、
避
難
し
て
き
た

人
た
ち
に
安
心
感
を
与
え

る
場
所
に
す
べ
き
だ
。

総
務
課
長　

町
で
は
指
定

し
た
避
難
所
の
施
設
内
に

毛
布
・
水
・
食
糧
の
備
蓄

を
し
て
い
る
。
今
後
は
対

応
の
職
員
に
毛
布
等
の
あ

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

度
に
車
に
依
存
し
た
社
会

か
ら
脱
却
し
、
人
間
の
行

動
の
基
本
で
あ
る
歩
く
視

点
か
ら
生
活
を
見
直
す
べ

き
と
い
う
時
代
に
入
っ
て

い
る
。
鉄
道
と
歩
く
こ
と

の
組
み
合
わ
せ
だ
。
そ
の

た
め
に
は
駐
車
場
が
不
可

欠
で
あ
る
。

総
務
課
参
事　

現
場
は
２

軒
店
舗
も
な
く
な
り
、
空

き
地
も
増
え
た
。
課
題
を

も
う
１
回
整
理
し
て
、

近
々
関
係
者
の
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
、
地
権
者
の
方
と
再

度
協
議
の
場
を
持
ち
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
長　

28
年
に
現
場
視
察

を
色
々
な
関
係
者
と
と
も

に
何
と
か
こ
こ
を
利
用
で

き
な
い
か
と
い
う
思
い
で

し
た
。
再
度
調
査
を
し
て

い
く
。

問　
学
校
教
育
は
学
力
、

体
力
の
向
上
と
社
会
参
加

に
よ
る
社
会
適
応
、
郷
土

愛
着
、
自
分
の
居
場
所
づ

く
り
に
あ
る
。
３
年
計
画

の
活
動
を
検
証
評
価
し
方

向
性
を
示
す
べ
き
。

学
校
教
育
長　

県
の
補
助

事
業
で
、
体
験
学
習
を
通

し
郷
土
の
誇
り
や
愛
着
を

持
つ
人
材
育
成
を
目
的
と

す
る
。

問　
小
中
で
地
域
と
の
関

わ
り
が
違
う
。
小
学
で
は

愛
着
心
や
す
ば
ら
し
さ
の

再
発
見
。
中
学
で
は
能
動

的
に
参
画
し
社
会
交
流
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

居
場
所
づ
く
り
が
必
要
。

教
育
長　

補
助
事
業
が
終

了
し
て
も
こ
の
事
業
目
的

を
引
き
継
ぎ
、
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
推
進
事
業
で

実
践
す
る
。

◆
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
料
金
の
減
免

　

制
度
継
続
を

問　
町
は
来
年
か
ら
減
免

制
度
の
廃
止
を
示
し
た
。

移
譲
後
一
年
間
は
継
続

し
、
そ
の
次
は
行
政
が
考

え
る
と
い
う
条
件
で
あ
っ

た
。
対
象
者
は
生
活
困
窮

者
で
あ
り
、
廃
止
と
な
る

と
テ
レ
ビ
が
見
れ
な
く
な

る
。
約
束
通
り
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　

対
象
者
に
対
し
、

滞
納
相
談
室
や
福
祉
面
か

ら
対
応
に
つ
い
て
庁
内
全

体
で
検
討
す
る
。

◆
風
疹
対
策
の
先
行
と
予

　

防
接
種
助
成
充
実

問　
風
疹
対
策
は
国
も
方

針
を
表
明
。
当
町
も
先
行

し
て
実
施
を
。

福
祉
保
健
課
長　

定
期
接

種
の
方
針
。
町
と
し
て
無

料
抗
体
検
査
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
案
内
を
強
く
す
る
。

問　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

問　
35
年
前
よ
り
松
岡
駅

周
辺
に
も
駐
車
場
を
と
言

い
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

事
態
は
動
い
て
い
な
い
。

近
く
の
40
坪
の
町
有
地

も
眠
っ
た
ま
ま
。 

観
音

町
、
永
平
寺
口
、
山
王
、

竹
原
、
小
舟
渡
駅
ら
に
完

備
さ
れ
、
主
要
駅
で
無
い

の
は
松
岡
駅
だ
け
。
不
公

平
過
ぎ
る
。
未
来
会
議
で

の
町
側
の
答
弁
は
い
ず
れ

も
前
向
き
だ
っ
た
。
鉄
道

の
交
通
機
関
と
し
て
の
力

以
外
に
も
、
鉄
道
を
利
用

す
る
こ
と
の

意
義
は
た
く

さ
ん
あ
る
。

ま
た
、
住
み

や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
た

め
に
は
、
過

問　
国
補
正
予
算
で
、
災

害
対
策
と
共
に
公
立
小
中

等
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
が

つ
い
た
。
今
夏
の
気
温
を

災
害
並
み
と
の
位
置
付
け

だ
が
、
学
校
の
中
で
一
番

熱
い
給
食
室
で
は
体
調
不

良
者
も
出
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
の
整
備
計
画
は
ど
う

な
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
町

小
・
中
の
普
通
教
室
、
幼

児
園
等
に
は
エ
ア
コ
ン
が

完
備
し
て
い
る
。
給
食
室

の
２
回
以
後
の
助
成
制
度

の
復
活
を
。

福
祉
保
健
課
長　

国
の
結

論
を
待
っ
て
検
討
。

◆
志
比
南
公
民
館
で
の
味

　

噌
づ
く
り
中
止

の
設
置
は
一
施
設
の
み
で

あ
る
。

町
長　

体
調
不
良
者
も
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

町
主
導
型
の
宅
地

化
を
急
げ

答　

空
き
地
の
有
効
利

用
や
民
間
に
よ
る
土
地

利
用
促
進
が
有
効

問　

え
い
坊
館
に
何
を

求
め
た
の
か

問　
好
評
だ
っ
た
手
づ

く
り
味
噌
づ
く
り
が
中
止

に
。
地
域
で
の
高
齢
者
と

の
世
代
間
交
流
や
集
ま
り

で
、
公
民
館
活
動
の
一
環

で
あ
っ
た
。
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
事
業
な
の

に
。

農
林
課
長　

40
年
前
の
古

い
機
械
で
故
障
し
た
た
め

中
止
と
し
た
。

町
長
　
地
域
交
流
の
拠
点

と
し
て
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
考
え
て
い
く
。

◆
幼
稚
園
等
の
適
正
配
置

　

の
検
討

問　
町
は
園
の
長
寿
命
化

計
画
を
進
め
て
い
た
が
、

子
ら
の
た
め
に
と
の
口
実

で
園
の
適
正
規
模
・
配
置

が
必
要
と
し
、
園
施
設
の

再
編
を
行
う
と
言
い
出
し

た
。

　

本
町
の
幼
児
保
育
に
問

題
が
あ
る
か
ら
正
す
と
い

う
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
こ

れ
ま
で
の
本
町
の
保
育
政

策
の
評
価
も
示
さ
ず
、
園

の
統
廃
合
と
は
飛
躍
の
し

す
ぎ
だ
。

子
育
て
支
援
課
長　

再
編

の
検
討
は
町
改
革
大
綱
で

方
向
性
を
示
す
と
し
て
き

た
。
施
設
の
老
朽
化
や
園

児
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
も

あ
り
、
計
画
通
り
進
め
て

い
る
。

問　
こ
れ
か
ら
の
厳
し
い

世
を
生
き
抜
く
た
め
、
集

団
生
活
や
切
磋
琢
磨
が
必

要
で
、
園
の
適
正
規
模
が

…
と
い
う
が
、
幼
児
保
育

は
ス
ト
レ
ス
の
な
い
、
の

び
の
び
保
育
で
は
な
い
の

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

本
町

の
、
の
び
の
び
保
育
は
現

在
も
進
め
て
い
る
。
し
か

し
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ

た
幼
児
教
育
を
よ
り
充
実

す
る
た
め
の
検
討
だ
。

答　

町
の
歴
史
、
文
化
、

食
、
町
並
み
を
発
信
す
る

施
設
と
し
て
活
用
・
発
展

さ
せ
る

問　

学
校
給
食
無
償
化
の

見
直
し
を

答　

有
効
な
の
で
続
け
る

問　

マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
（
不
適
切
な
養
育
）

と
は

答　

い
ろ
い
ろ
な
方
法

で
育
児
の
相
談
に
の
っ

て
い
る

えちぜん鉄道松岡駅

おいしい学校給食
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奥 野  正 司 議員

問

答

地域の拠点を結ぶえち鉄駅の整備

志比堺緩斜面化案、観音町軽自６台増

問 町立診療所の役割は

答 運営協議会で多職種連携

滝波登喜男議員

問　
島
根
県
飯
南
町
に

町
立
病
院
の
視
察
に
行

っ
た
。
そ
の
病
院
の
役
割

に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
た
め
、
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
局
を
設

置
し
、
他
の
分
野
（
保

健
・
介
護
・
福
祉
）
と
連

携
強
化
、
在
宅
医
療
の
積

極
的
関
与
に
努
め
る
」
と

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
推
進

局
の
実
行
力
を
高
め
る
た

め
、
役
場
組
織
の
中
に
大

き
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
本
町
の
診
療
所
の
役

割
と
そ
の
位
置
づ
け
は
。

福
祉
保
健
課
長　

町
立
診

療
所
の
役
割
は
、
外
来
医

問　
自
動
運
転
の
実
用

化
で
、
地
区
と
地
区
が
自

動
走
行
車
で
結
ば
れ
地
域

の
小
さ
な
拠
点
迄
の
移
動

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
出
来
て

も
、
買
物
・
通
院
・
通
学

等
、
地
域
拠
点
と
地
域
拠

点
を
結
ぶ
地
域
公
共
交
通

機
関
は
本
町
の
場
合
は
え

ち
鉄
と
考
え
る
。

　

駅
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
町
民
の
改
善
要
望

を
何
人
も
の
議
員
が
行
政

に
届
け
て
き
た
。
観
音
町

駅
：
利
用
者
が
県
下
20
位

の
福
鉄
神
明
駅（
６
５
８

人
／
日
）と
並
ぶ
が
、
常

時
満
車
の
駐
車
場
・
駐
輪

場
と
男
女
共
用
和
式
ト
イ

レ
。
松
岡
駅
：
福
鉄
越
前

武
生
駅（
４
７
７
人
／
日
）

に
迫
る
が
、
車
イ
ス
締
出

し
の
上
り
ホ
ー
ム
、
狭
隘

な
駐
輪
場
と
ト
イ
レ
、
駐

車
場
無
し
。
志
比
堺
駅
：

利
用
者
40
人
の
福
鉄
ス
ポ

ー
ツ
公
園
駅
に
並
ぶ
が
、

ト
イ
レ
・
駐
輪
場
無
し
。

あ
る
の
は
ホ
ー
ム
に
上
が

る
高
齢
者
・
障
が
い
者
を

拒
む
断
崖
絶
壁
階
段
。

　

３
駅
に
つ
い
て
行
政
は

事
業
者
に
町
民
の
声
を
届

け
、
対
応
を
検
討
す
る
と

答
弁
さ
れ
て
来
た
。
現
在

の
進
捗
は
。

総
務
課
長　

志
比
堺
駅
は

え
ち
鉄
よ
り
、
緩
勾
配
の

新
た
な
昇
降
階
段
設
置
案

が
出
て
お
り
検
討
急
ぐ
。

松
岡
駅
福
井
行
ホ
ー
ム
は

２
年
前
、
未
来
会
議
の
提

案
を
現
地
検
討
す
る
も
不

採
用
。
視
点
を
変
え
再
協

議
す
る
。
観
音
町
駅
は
同

駅
西
方
向
に
、
軽
自
５
～

６
台
分
の
駐
車
場
増
設
。

療
・
在
宅
医
療
・
多
職
種

連
携
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
福
井
大
学
を
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
予
定
。

ま
た
、
町
内
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
関
係
者
で
構

成
す
る
運
営
協
議
会
を
設

置
し
、
個
別
ケ
ア
か
ら
町

の
方
針
な
ど
を
協
議
す

る
。
そ
の
会
議
を
診
療
所

が
中
心
と
な
っ
て
行
な
っ

て
い
く
。

◆
危
険
空
き
家
は
町
の
責

　

任
で

問　
10
月
の
「
議
会
と

語
ろ
う
会
」
で
、
危
険
な

空
き
家
の
あ
る
地
区
住
民

か
ら
「
所
有
者
が
管
理
責

任
を
負
わ
な
い
な
ら
、
住

民
の
安
全
は
誰
が
責
任
を

負
う
の
か
」
と
い
う
意
見

が
出
た
。
特
措
法
で
町
が

危
険
空
き
家
の
除
去
を
代

執
行
で
き
る
。
ま
た
、
所

有
者
不
明
な
土
地
の
所
有

権
を
町
が
取
得
で
き
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
公
園
や

広
場
に
活
用
。
貸
し
農
園

や
移
住
者
へ
の
売
却
な
ど

で
、
危
険
な
空
き
家
除
却

費
用
を
捻
出
し
、
積
極
的

に
実
行
、
町
民
の
安
全
を

守
る
べ
き
。

町
長　

鋭
意
努
力
し
て
い

る
。
財
産
権
に
守
ら
れ
、

特
措
法
で
代
執
行
す
る
に

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

中
山
間
地
域
の
課

題
を
住
民
自
ら
解
決
す

る
組
織
づ
く
り
を

答　

住
民
が
参
画
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば

も
時
間
と
労
力
が
か
か

る
。
所
有
者
不
明
、
相
続

放
棄
、
抵
当
権
設
定
な
ど

非
常
に
複
雑
で
あ
る
。
法

律
や
建
物
の
専
門
家
で
構

成
す
る
「
空
き
家
等
対
策

検
討
委
員
会
」
で
協
議
し

【
そ
の
他
の
質
問
】

問　

今
回
の
自
動
運
転

実
証
実
験
の
地
域
経
済

効
果
は

答　

ま
ち
づ
く
り
会
社

が
３
千
万
で
受
託
し
、

町
内
に
雇
用
等
約
７
百

万
の
経
済
効
果
が
あ
っ

２月 25日 （月） １０時～    ［本会議］

３月 ４日 （月） ５日 （火） ６日 （水） １０時～
        ［一般質問］

３月 ７日 （木） ８日 （金） 11日 （月）

  12日 （火） 14日 （木） 15日 （金） ９時～
      　　［補正・当初予算審議］

３月 19日 （火） １０時～    ［本会議］

３月 20日 （水）     【予備日】

（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。　　　★エレベーター完備

生中継
傍聴にお越しください

３月定例会３月定例会

対象：小中学生が活躍する団体および部活動

内容：表紙写真と裏表紙活動レポート

※詳しくは永平寺町議会事務局までお問い合わせください。
　永平寺町議会事務局　TEL：61-3950

議会だより表紙を飾
る

議会だより表紙を飾
る 募
集
中
!!

募
集
中
!!

て
い
る
。

た問　

空
き
家
情
報
バ
ン

ク
の
移
住
定
住
支
援
セ

ン
タ
ー
化
は

答　

空
き
地
を
含
め
た
バ

ン
ク
検
討
。
定
住
支
援
セ

ン
タ
ー
は
民
間
連
携
で
考

え
た
い

駐車場 駐車場

駅　設　備 出入口～ 改札口～ 多目的 オスト ベビー パーク＆ 駅　設　備 改札口～ ホーム～ 身障者 パーク＆

有人 駅名（1日当乗降客 改札口 ホーム トイレ メイト ベッド ライド 有人 駅名（1日当乗降客 ホーム 電車間（簡易 用トイレ ライド
田原町駅：955人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 福 井：6,145人 EV使用 ✖ 〇 〇～

～中　略～

～ ～ ～ ～ ～ ～

～中　略～

～ ～ ～ ～ ～

ベ ル 前：383人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50台 観音町：657人 〇 ✖ 和式 ✖ 20台
江　　端 〇 〇 〇 〇 〇 〇 25台 松　岡：435人 勝山方面 〇 〇 ✖
清　　明：85人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 志比堺：39人 ✖ ✖ ✖ ✖
ハーモニホール46 〇 〇 ✖ ✖ ✖ ✖ 38台 永平寺口：450 ✖ 〇 〇 〇 94台
浅　 水：427人 〇 〇 〇 ✖ ✖ ✖ 42台 下志比：87人 〇 ✖ 〇 ✖
泰澄の里：67人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 光明寺：33人 ✖ ✖ ✖ ✖
三十八社：53人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11台 　　轟　：93人 〇 ✖ 和式 ✖
鳥 羽 中：78人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 5台 越前野中：53人 ✖ ✖ 和式 ✖
神　 明：658人 〇 〇 〇 〇 〇 〇 15台 山　王：127人 福井方面 ✖ 〇 ✖ 25台
水　　落 〇 〇 〇 〇 〇 〇 80台 越前竹原：137 ✖ ✖ 和式 ✖ 21台～

～中　略～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～中　略～

～ ～ ～ ～ ～

越前武生：477人 〇 〇 〇 〇 ✖ ✖ 勝　山：772人 〇 〇 〇 〇 190台
計 設置駅数 25駅 25駅 19駅 15駅 13駅 13駅 12駅 計 設置駅数 7駅 4駅 18駅 4駅 10駅

設置率/25駅 374台 設置率/23駅
勝山本線 441台

〇障がい者・高齢者・子育て女性配慮設備の設置格差は歴然。行政も関わる３セク事業体として、町の指導性発揮を期待

路面電車駅も有

設置率/路面電車駅を除く20駅

トイレ設備

路面電車5駅はトイレ等無し

＊設備有は〇、無は✖

福　井　鉄　道 車イス移動情報 トイレ情報 えちぜん鉄道 車イススロープ設備

トイレ トイレ

起工式
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町内９会場で開催し、
３日間で延べ111人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成30年10月23日24日25日 実施

※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答はホームページほか、
　役場本庁・永平寺支所・上志比支所で
　ご覧いただけます。

「町の空き家の現状について」

《町の空き家の現状について》
町が空き家をリノベーションして貸出せば良
いのでは。補助条件の大幅な積み増しやＰＲ
に努め、敷居を低くして永平寺町に来たいと
いう気持ちにすることが大切。
　　　　　　　　　　　　【葵１丁目会館】

行政　空き家については、あくまで民間所有物で
あるということを前提とし、現在は町が空き
家を取得したり、町が改修して貸し出すこと
は考えていない。寄附の申し出を受けた空き
家についても、町による明確な利用の計画が
あるものに限り受けてきた。
空き家利活用希望の問い合わせには、空き家
等情報バンクの物件を紹介している。平成31
年度はバンク登録物件数を増加させるため、
空き家等の所有者に対し、バンク制度の周知
と利活用に提供する意向の調査を予定。

不動産物件の空き家が老朽化しており、危険
となり困ったときに町は対応してくれるの
か。　　　【西野中集落生活改善センター】

議会　総務課生活安全室に区長を通じて要望をあ
げて欲しい。空き家対策検討委員会にかけて
判定する。費用の１／３で上限50万円の補
助。昨年度の実績で町は３件あり、うち１件
は解体費用が120万円で補助が40万円。ただ
H29年度でＤ判定（腐朽して危険）が31件あ
る。連絡がつかない場合や、所有者が特定で
きないこともあり、地権者と連絡が取れたも
のに限りH30年度は３件の解体実績。解体の
みでの補助はないため（解体撤去が必須）そ
のままになってるものもある。

一人暮らしの年金暮らしは、空き家解体補助
50万で始末が出来るわけがない。所有関係者
が管理責任を負わないなら、住民の生活安全
面から誰が責任を負うか。行政が積極的に対
象者に働きかけても、お金がないので対応で
きない状況なら行政責任で対応するしかない
のでは。　【上合月集落生活改善センター】

行政　基本的に財産権、相続権等の権利問題によ
り、行政責任で対応できない状況。町の空き
家解体補助は、倒壊等により町民に重大な被
害が想定される空き家の権利者に対して、自
らが行う解体費用について上限50万円を補
助。また、行政責任で代執行による解体等を
行なっても､解体費用を所有者等に請求するこ
とになっていることから、一人暮らしや経済

問

的な理由で、行政責任での対応ということは
できない状況。

空き家敷地内の樹木が倒れて車庫を壊したこ
とがあった。敷地内の樹木を切ってほしいが
どの様にしたら良いのか？また、野生動物も
住みついている。個人情報の関係で所有者も
特定できず困っている。連絡先の情報を開示
してもらうことは出来ないのか。
　　　　　　【飯島集落生活改善センター】

行政　敷地内の樹木については、敷地等所有者の
管理責任下にある。車庫を含めた建物等があ
るなら、空き家として登録（建設課）して頂
きたい。所有者の特定について不明なら、行
政でも調査は可能なので、空き家等の所在地
の連絡をお願いしたい。所有者が特定できて
も情報開示することはできないが、所有者等
への空き家管理への指導は行なう。ただし、
行政の調査でも所有者等が分からないことも
あるので、その点は理解頂きたい。

空き家を解体するにも、業者によって値段に
ばらつきがある。業者一覧やマニュアル等を
示してくれるなど、空き家問題対応の行政の
総合窓口の対応は出来ないか。
　　　　　　　【京善多目的集会センター】

意見

意見
意見

行政　解体業者等について、相談があれば業者
（複数）の紹介をしている。複数の業者に
て、見積りを取り、適正価格を見極めて業者
選定をお願いしたい。空き家等の利活用相談
窓口は建設課。廃屋等空き家の状況によって
は、総務課生活安全室が窓口となる。

財産を放棄した場合、国の管理として代執行
を行い、関係者に支払ってもらうのがよいの
では。　　　　　　　　　　　【えい坊館】

議会　特措法の制度で、相続の個人情報も共有で
き、連絡が取れるようになったが迅速には行
かず大変。代執行もあるが、後の対応が難し
く、代執行後裁判になっても関係者から支払
われないこともある。

人が来ていろんな体験をしてもらう等、交流
人口を増やすことが必要でないのか。
　　　　　　　　【せせらぎふれあい会館】

議会　町は空き家の利活用で居住だけでなく、事
業活用タイプの利活用を進める。滞在体験、
体験学習、交流施設、創作活動文化施設等の
事業への活用補助制度の要件とされる「空き
家対策計画」を策定し、2020年の制度化を目
指している。

空き家バンクに登録してみてもらうだけでな
く、売りに歩く販売の手だてが必要。民間や
外部の力をかりて対応を。
　　　　　　　　【下浄法寺ふれあい会館】 

議会　行政は宣伝などはしないので、民間の業者
やそのルートで進めるよう求めている。平成
32年度から空き家を利用した商業等の事業に
対しても補助が出る。

 

問

問

《その他》
県道稲津松岡線のざおう荘前交差点の道が狭
く見通しが悪い。通行車両がスピードを出す
所で危険。通行車両にスピードを落とさせる
減速対策を講じて欲しい。
　　　　　【西野中集落生活改善センター】

行政　ハード面での対応で、速度注意喚起の標識
や路面標示などの減速対策を道路管理者であ
る県に要望。また減速対策として、警察への
取締り強化およびパトロール強化を要望。

豪雪を受けて教訓を活かした対応マニュアル
は出来たのか｡【竹原集落生活改善センター】

行政　平成30年度道路雪対策基本計画を策定。主
な改正点は、子どもの通学の実態に合わせ、
歩道除雪の出動基準を15cmに改正。また、
今年度初めて区長・業者・町による会議を開
催し、様々な要望・提案で意思の疎通を図
り、その中で第１種路線も見直した。今後
ホームページなどにも掲載する。

消雪設備がある道路は除雪の対象にならない
というが、消雪設備が想定効果を上げず今年
の雪はとても大変だった。こうした大雪の場
合は除雪対応も必要ではないか。
　　　　　　　　【下浄法寺ふれあい会館】

行政　消雪設備がある道路は、消雪ノズルなどを
破損させてしまうことがあるため、基本的に
機械除雪は行っていないが、豪雪等で圧雪が
ひどい状態や、ポンプ等の異常で水が出てい
ない時は、現場状況を確認し機械除雪を行
う。

意見

意見

要望

問

問
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議会・各委員会の議員出欠状況議会・各委員会の議員出欠状況 平成30年9月25日～12月27日

10
20

永
平
寺
町
秋
浪
漫

10
15

10
26 市町議会議員合同研修会

11
16 嶺北町村議会議長会研修

12
20 年末大掃除

１
13 成人式

１
６ 永平寺町消防出初式

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式

松
川

正
樹

上
田

誠

中
村
勘
太
郎

金
元

直
栄

滝
波
登
喜
男

齋
藤
　
則
男

奥
野

正
司

伊
藤
　
博
夫

長
岡
千
惠
子

川
崎
　
直
文

酒
井
　
和
美

酒
井
　
秀
和

朝
井
征
一
郎

江
守

　
勲

日付

決算審査(第1審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

決算審査(第1審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ 研 ○ ○ ― 傍

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― 傍 ○ ― ○ ○ ○ ― ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

11/14～ 総務産業建設常任委員会視察 ○ ― ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ○

～11/15 教育民生常任委員会視察 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ―

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

議会改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

本会議(一般質問1日目) △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議(一般質問2日目) ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ― ○ ― ― ― 傍

本会議(一般質問3日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― × ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

総務産業建設常任委員会 ○ ― ○ ― ― ― 傍 ○ ― ○ ○ ○ 傍 ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― 傍 ― ○ 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

本会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会 ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ― 傍

会　議　名 ○ … 出席　× …欠席　― … 員外  △ … 遅・早　研 … 研修　傍 … 傍聴　弔 … 弔事 

議員名（議席番号順）

出　席　回　数

会　議　回　数

出　　席　　率
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
委
員

　委 

員 

長

　奥

　野

　正

　司

　副
委
員
長

　松

　川

　正

　樹

　委

　員

　
　滝
波
登
喜
男
・
長
岡
千
惠
子

　
　川
崎

　直
文
・
酒
井

　和
美

　
　酒
井

　秀
和

発
行
責
任
者

　議

　長

　
　江

　守

　
　
　勲

　
『
議
会
だ
よ
り
』
読
ん
で
ま
す

か
？

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
過
去
の
私
は
真

剣
に
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
10
月
の
議
会
と
語
ろ
う
会
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
参
加
者
皆
様
の

84
％
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
て
い

る
と
い
う
結
果
で
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
と
お
約
束
し
ま
す
。
今
後
も

議
会
だ
よ
り
を
魅
力
あ
る
、
意
義
の

あ
る
、
読
み
た
く
な
る
広
報
誌
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
し
て
「
魅
力
あ
る
議
会
」
の
構

築
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
酒
井
秀
和
　
記
）

　３年前、10年ぶりに志比小学校に転任する
こととなりました。
　10年前に比べ、児童数は80名減少してい
ました。どうしてここまで児童数が減ってし
まうのだろう。何かできることはないかを考
えました。
　そんな中、10年前、子どもたちと一緒に
登った城山（波多野城がある山）に登山道が
完成したという知らせが届きました。花谷の
城山会が10年の時を経て念願の登山道を完成
させてくださいました。これはもう、登るし
かない！登るだけでなく、校歌にも詠われて
いるこの城山を、何とか子どもたちと一緒に
ＰＲできないだろうか。それがこの地域の元
気につながるのではないだろうか。行動に移
すことにしました。
　この２年間、城山会の方や地域の方と共に
多くの活動を行ってきました。登山道の看板
作り、永平寺町全体で行ったプランター作り
のイベント、福井国体でのお披露目。子ども
たちが考えた“城山活性化プラン”を提案
し、登山道における施設の充実や甲冑行列＆

チャンバラ合戦の実現。たくさんの方の力を
借りて、子どもたちの思いが実現できまし
た。本当に「感謝」の気持ちでいっぱいで
す。
　感謝の気持ちをどう返したらよいかを子ど
もたちと一緒に考えました。10月の修学旅行
では、京都で初のＰＲ活動に取り組み、城山
のこと、永平寺町のことを中心に、劇で演
じ、永平寺町のうた「いいのぉ、いいなぁ」
を披露しました。子どもたちは緊張しながら
も初めての地で、初めての人に囲まれながら
見事ＰＲ活動を成し遂げました。
　文化祭では、文化功労特別賞をいただき、
身に余る思いです。自分たちが始めた活動
を、今後は下級生が受け継ぎ、小学生が地域
を元気に、地域のカンフル剤としてこれから
も地域と共に歩む志比小学校でありたいと思
います。（志比小学校６年担任　髙橋直也）

小学生が

  地域を元気にする！
小学生が

  地域を元気にする！ 志比小学校６年生志比小学校６年生

京都市役所地下街　ゼスト御池

城山学年登山
＜がんばる団体募集中！！＞

※詳しくは19Pをご覧下さい


